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問題解決

情報の科学 第４回

問題解決

問題とは…

現在の状態と目標や理想との隔たり
現状を理想に変化させることが

問題解決

•発生型問題
クレームや目標の未達成など、目に見える問題

•探索型問題
目標をより高く設定して生まれたギャップを埋める

•設定型問題
今までにない新しい目標を設定すること

問題解決の分類

新しくチャレンジ

よりよく改善する

悪いところを直す

問題解決の流れ

1. 問題の発見…問題の存在を知り，見極める

2. 調査・分析…現状と原因を調査→問題を整理

3. 対策の立案…現状に対応する？原因を取り除く？

4. 対策の実施…計画に従って対策を実行する

5. 結果の評価…計画の達成度・成功や失敗の要因を分析

１学期の課題では

１．問題の発見～３．対策の立案
を行ってもらいます

PDCAサイクル

Plan

Do

Check

Act

• Plan ：計画
• Do ：実行
• Check ：評価
• Act ：改善
を繰り返すことで、
問題解決の質を高める手法

データマイニング

• 大量のデータから傾向や規則性を見い出す方法

• カードに記して平面上に配置して分類する

• 得られた情報を表に整理してまとめる

• グラフ化・図式化する

• （数量化する→）統計処理を行う
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図解による問題の分析

包含関係

一巡して戻る
中心要素が
複数に影響

座標軸で
傾向や分布

要素の重なり
ピラミッド型
階層構造

１つの要素が
複数に分岐

一方向に流れる

ロジックツリー

痩せない

食事が悪い

時間が悪い 夜食

食べるもの

高カロリー

野菜不足

運動不足

時間が無い

場所が無い

やる気不足

問題を分解・整理して
全体を把握し、
多くの視点から
解決策を探る方法

MECE

相互に重複せず全体として漏れの無いように分類すること

漏れがある

大人

中学生

小学生

重複がある

お年寄り

大人

未成年

MECE

１８歳以上

１８歳未満

悪い例 良い例

ブレーンストーミング

参加者が自由に意見を述べる会議方法

→少人数のグループで多くの発想を得る手法

• 批判の禁止…その場では判断や批判をしない

• 自由奔放に…制約無しに発想して意見を述べる

• 質より量を…アイデアの量は多いほど良い

• 結合と便乗…他人のアイデアも参考に

お互いに影響し合い自由に意見を出し，良い発想を

KJ法

大量の情報を整理してまとめる方法

1. 情報をカードや付箋に記入する

2. 内容が近いカードをまとめる

3. グループごとの関係を示す

4. 文章にしてまとめる

※グループにラベル(見出し)をつけるとわかりやすい

5W1Hと6W2H

5W1H

問題を解決する対策の…

• When (いつ)    …時期や期間

• Who (だれが)   …実行する主体

• Where (どこで) …実行場所

• What (何を)    …課題の明確化

• Why (なぜ)     …実行理由

• How(どのように)…実行手段

6W2H

5W1Hに加えて…

• Whom (だれに)   …実行される対象

• How much(いくら)…かかる費用

物事の整理

情報の明確化

に効果的

問題解決の基本


